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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
従来の運動療法との違いが、筋肉量の増加などの自己効力感の向上に繋がったと思う。
従来との違いとは・・・

殿筋群などの大きな筋肉もさらに動員することが違いを生んだと思う。
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